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す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
蔵

『清
暉
園
図
記
」
解
題
と
翻
印

中
村
仏
庵

の
文
事

・
そ
の
四

ロ

バ

ー

ト

キ

ャ

ン

ベ

ル

中
村
仏
庵

が
執
筆

に
か
か
わ

っ
た
文
芸

の
数
々
に
つ
い
て
、
そ
の
総

体

の
模
様

を
拙
稿

で
は
す
で
に
瞥
見
し
て
き
た

(註

一
)
。
二
十
代

の
終

わ
り
ま
で
に
家
督
を
継
ぎ
、
長
男
も
生
ま
れ
、
幕
府
作
事
奉
行
支
配
下

の
御
畳
大
工
と
し
て
出
仕
し
て
い
た
。
天
明
六
年
、
三
十
六
歳
の
折
り
、

幕
府
情
勢

で
言
え
ば
田
沼
意
次
の
失
脚
劇
の
真
最
中
に
、
仏
庵
は
墨
東

牛
島
に
あ

っ
た
中
村
家
の
別
荘
を
、
よ
り
厳
か
な
も
の
に
新
築
す
る
こ

と
を
決
め
た
。
普
請
は
、
そ
れ
ま
で
に
公
私
を
通
し
て
つ
ち
か

っ
て
き

た
余
裕
の
証
し
、
と
も
言
え
る
が
、
直
接
の
動
機
は

一
月
の
江
戸
大
火

で
神
田
の
本
宅
を
焼
失
さ
せ
た
こ
と
。
度
重
な
る
火
災
に
嫌
気
が
差
し

て
、
い
っ
そ
う
本
家
を
牛
島
に
移
す
と
決
心
し
た
矢
先
、
田
沼
の
命
脈

に
ト
ド
メ
を
刺
す
例
の
大
雨
洪
水
で
今
度
は
別
荘
が
流
失
。
七
月
の
こ

と
で
、
そ
の
直
後
か
ら
隣
地
を
買
い
取
り
、
災
害
に
め
げ
る
ど
こ
ろ
か
、

天
を
嘲
笑

う
か
の
よ
う
な
大
普
請
を
や
り
遂
げ
た
。
明
く
る
天
明
七
年

新
春
に
竣

工
。

そ
の
頃
、
仏
庵
の
名
は
昌
平
蟹
の
儒
学
者
た
ち
の
間
で
は
知
ら
れ
て

い
た
が
、
家
業
に
専
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
年
齢
で
も
あ
り
、
後
の
よ

う
に
文
人
と
し
て
の
名
声
は
得
て
い
な
い
。
湯
島
の
昌
平
費
は
、
彼
に

と

っ
て
作
事
普
請
の
持
ち
場
の

一
つ
に
も
な

っ
た
が
、
そ
れ
以
前
十
四

歳
か
ら
正
式
に
儒
学
を
学
ぶ
学
舎
で
も
あ
り
、
家
業
を
継
い
で
も
な
お

そ
の
人
脈
を
大
切
に
し
た
。
師
事
し
た
林
祭
酒
鳳
谷
先
生
は
す
で
に
亡

く
な

っ
て
い
た
が

(安
永
二
年
没
)
、
先
輩

の
、
そ
れ
ぞ
れ
聖
堂
と
林
家

塾
の
啓
事
を
勤
め
た
市
河
寛
斎
と
平
沢
旭
山

と
は
、
ひ
ん
ぱ
ん
に
会

い
、
親
し
く
交
流
し
て
い
た
。
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
二
人
は
寛
政

の
改
革

に
際
し
て
退
役
を
強
い
ら
れ
た
が
、
そ
の
前
後
の
浮
沈
を
、
仏

庵
は
間
近
に
な
が
め
な
が
ら
意
に
介
す
る
様
子
も
な
く
、
む
し
ろ
旭
山

の
こ
と
を
、
陰
に
陽
に
支
え
て
い
た
形
跡
が

あ
る
。
別
荘
建
設
に
あ

た

っ
て
、
旭
山
と
相
談
し
な
が
ら
建
物
と
外
構
部
分
の

一
つ
一
つ
に
雅

名
を
付
け
て
、
そ
の
数
十
ヵ
所

に
つ
い
て
、
全
国
の
儒
者
、
学
僧
、
書

家
、
画
家
な
ど
著
名
な
文
人
に
記
念
の
詩
文

と
書
画
を
募
ろ
う
と
し

た
。
実
際
の
工
事
と
平
行
し
て
文
芸
上

の
構
想
を
二
人
で
練
り
上
げ
、
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竣
工
間
近

の
天
明
六
年
十
二
月

に
、
合
計
八
十
四
人

へ
向
け
、
作
品
募

集
を
差
し
出
す
準
備
ま
で
し
た
。
別
荘

に
は
中
村
家

の
住
居

の
部
分
と

は
別
に
、
儒
学
と
仏
教

の
講
義
が
そ
れ
ぞ
れ
開
け
る
ス
ペ
ー
ス
が
設
計

さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
で
旭
山
ら
は
講
書
を
行
う

つ
も
り
だ

っ
た
よ
う
で

あ
る
。
最
後

に
全
体

の
図
面
を
、
友
人

の
画
家
、
そ
の
前
年
に
昌
平
費

へ
入

っ
た
ば
か
り
の
鈴
木
芙
蓉

に
描
か
せ
、
そ
の
写
し
か
、
刷

っ
た
も

の
か
を
方

々
に
配
布
す
る
予
定
だ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
仏
庵
の
、
生
涯
の

文
事

の
基
本
形
と
な
る
他
者

へ
の
詩
文
請
求
は
、

こ
の

一
挙
か
ら
始
ま

る
。田
沼
意
次
は
八
月

に
失
脚
。
時
代

の
末
尾
を
飾
る
べ
き
贅
沢
な
建
造

物
は
、

こ
の
よ
う
に
天
災
な
ど
い
く

つ
か
の
偶
然
の
上
に
建

つ
よ
う
に

な
り
、
そ
し
て
や
は
り
、
周
辺

の
目
を
引
く
間
も
な
く
、
ふ
た
た
び
煙

の
中

へ
と
消
え
て
ゆ
く
の
で
あ

っ
た
。
天
明
七
年

一
月
十
五
日
、
主
人

の
留
守

の
間
に
火
が
出

て
、
運
び
込
ま
れ
た
ば
か
り
の
私
家
版

『法
華

経
』

の
板
木
も
、
多
く
の
収
蔵
品
も
、
別
荘
も
ろ
と
も
に
焼
け
落
ち
て

し
ま

っ
た
。
幼
な
じ
み
で
幕
府
御
納
戸
の
御
水
引
屋
高
岡
養
拙
は
、
次

の
よ
う
に
仏
庵

の
禍
福
を
占

っ
て
み
せ
た
。

聞
く
所
を
以
て
す
れ
ば
、
結
構
、
頗
る
奢
修
に
渉
る
。
時
に
是
、

白
川
老
侯
当
路
之
日
也
、
有
司
に
命
じ
て
民
間
の
奢
靡
を
禁
じ
旧

弊
を
矯
せ
し
む
。
富
商
の
園
宅
制
を
喩

へ
て
罪
を
得
る
者
有
り
。

知
ら
ん
、
仏
庵

一
夕
の
災
ひ
、
他
日
の
幸
に
非
ら
ざ
る
か

(『清
暉

園
図
記
』
題
後
)
。

中
村

一
家
は
や
む
な
く
神
田
の
本
宅
に
帰

っ
た
。
そ
の
半
月
後
の
二

月

一
日
に
、
仏
庵
は
旭
山
に
案
内
さ
れ
る
ま
ま
、
武
州
金
沢

へ
遊
び
、

現
地
の
村
名
主
の
斡
旋
で
金
沢
八
景
の

一
つ
野
島
山
中
の
土
地
を
購
入

し
た
。

一
年
か
け
て
、
二
度
目
の
別
荘
を
建

て
る
た
め
だ
と
い
う
が
、

実
際
に
建
築
が
進
め
ら
れ
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
道
中
の
様
子

を
、
旭
山
は

『漫
遊
文
草
』
巻
五
に
詳
し
く
綴

っ
た
。
牛
島
別
荘
の
火

事
に
ふ
れ
て
、
仏
庵
の
達
観
し
た
姿
を
描
き
、

そ
し
て
自
分
の
役
割
に

も
言
及
す
る
。

一
時
風
烈
、
家
人
は
姻
を
避
け
て
走
る
。
書
籍
什
物
、

一
空
地
を

掃
く
。
余
、
す
で
に
諸
聯
語
額
字
を
撰
び
、
堂
室

の
諸
記
を
作
る
。

亦
か

つ
思
ひ
を
園
の
記
に
構

へ
、
算
山

園
を
し
て
美
を
千
古

に

檀

ま
に
せ
し
め
ざ
ら
ん
と
欲
す
:

書
い
た
が
無
駄
に
な

っ
た
旭
山
の
聯
や
記
、
八
十
数
人
に
向
け
た
と

い
う
詩
文
募
集
な
ど
は
、
彼
の
没
後
に
中
村
家

で
保
管
さ
れ
て
い
た
ら

し
く
、
そ
の
全
体
を
、
晩
年
の
天
保
四
年
に
仏
庵
は
整
理
し
、
巻
子
本

一
軸
に
ま
と
め
た
の
が
こ
こ
で
紹
介
す
る

『清
暉
園
図
記
』
で
あ
る
。

仏
庵
自
筆
の
箱
書
き
と
外
題
、
題
字

の
ほ
か

に
平
沢
旭
山

・
高
岡
養

拙

・
荻
野
梅
鳩

(幕
臣
)
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筆

に
か
か
る
稿
本
を
張
り

合
わ
せ
た
も

の
で
あ
る
。
紙
本
で
縦

二
五

・
四
糎

×
巾

一
九
二

・
五

糎
、
鈴
木
芙
蓉
の
図
画

(図

一
)
は
落
款
が
な
く
、
真
筆
か
ど
う
か
は

未
詳
で
あ
る
。

一
巻
の
成
立
と
解
釈
の
詳
細
に

つ
い
て
、
後
稿
を
待

つ

と
し
て
、

こ
こ
で
は
差
し
当
た
り

『図
記
』
を
白
文
の
ま
ま
翻
印
す
る

こ
と
と
し
た
い
。
漢
字
は
現
行
の
常
用
漢
字
又

は
正
字
を
用
い
、
読
点

を
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
判
読
で
き
な
か

っ
た
文
字
は

「
口
」
と
し
た
。
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【付
記
】
『清
暉
園
図
記
』
の
翻
印
と
図
版
掲
載
を
許
可
し
て
下
さ
っ
た

す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館

に
深
謝
を
表
し
た
い

(整
理
題
名
は

『向
島

中
村
仏
庵
別
荘
図
巻
』)。
本
資
料
は
、
以
前
墨
田
区
立
緑
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
た
頃
、
上
野
寛
永
寺

の
浦
井
正
明
氏

の
ご
教
示
に
よ

っ
て

存
在
を
知

っ
た
。
末
筆
な
が
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
る
。

註

一
・

「
中
村
仏
庵

の
文
事

(
一
)
=

柳
原
邸

の
文
物
集
散

と
交
遊
=
」
(平
成

五
年

・
汲
古
書
院

『
和
漢
比
較
文
学

叢
書
』
十
七

)
。
「中
村
仏
庵

の
文

事

(
二
)
ー
職
人
家
歴

の
辞
藻
1

」
(平
成
四
年
十

二
月

・
『語
文
研
究
』

七
十

四
号
)
。
「
吉
原
考

証

の
雅

と
俗

=
中
村
仏
庵

の
文
事

(三
)
=
」

(平
成
六
年

二
月

・
雅
俗
会
編

『
雅
俗
』
創
刊
号
)
。

清
暉
園
図
記

◎
箱
書
き

「牛
島
別
荘
/
清
暉
園
巻
軸

中
村
氏
蔵

朱
文
円
印

「仏
庵
」

◎
外
題

「清
暉
園
図
記

旭
山
著
芙
蓉
画

(印
)」

◎
見
返
し

朱
文
方
印

「中
村
入
道
仏
庵
」
。
白
文
方
印

◎
題
字

関
防
白
文
方
印

「老
蓮
」

焚
余
毘
壁

「
江
戸
中
邨
蓮
字
景
蓮
号

至
観
鑑
蔵
曝
書
印
」
。

文
政
甲
申
初
夏
題
干
小
梅
邨
痩
竹
精
舎
七
十
三
翁
仏
庵
蓮

(白
文
方

印

「仏
庵
」
コ
ム
介
」
)

◎
題
詞関
防
朱
文
方
印

「
楽
道
安
客
」

別
業
嘗
為

一
炬
煙
悠
々
在
四
十
年
前
風
流
築
向
画
図
見
光
彩
生
依
文
字

伝
鳥
有
方
知
是
残
夢
人
云
何
忍
読
遺
篇
老
翁
懐
旧
頻
催
涙
鬼
録
題
名
紙

上
連文
政
甲
申
仲
夏

七
十
二
翁
高
岡
秀
成
題
干
養
拙
斎
中

(白
文
方
印

「高
岡
秀
成
」。

朱
文
方
印

「実
甫
口
」)

◎
鈴
木
芙
蓉
作
清
暉
園
小
図

(図
版

[
)

◎
本
文

乞
銘
記
題
味
文

(註

・
罫
箋

一
枚
目
版
心
に

「南
無
仏
庵
蔵
」
と
墨
書
)

先
人
厚
信
盟
曇
氏
之
教
、
不
倭
連
、
幼
而
慣
聞
、
没
後
遂
太
好
其
道
焉
、

嘗
修
先
子
追
福
、
而
家
刻
法
華
経
文
句
、
而
施
与
同
志
纈
素
、
刻
成
而

得
唐
造
釈
尊
銅
像
　
、
感
得
之
所
由
来
、
業
、
已
作
記
模
像
以
広
焉
、

於
是
思
欲
営

一
小
精
舎
、
以
安
置
之
、
今
春
、
家
宅
離
祝
融
之
災
、
急

遽
奉
像
提
家
、
移
居
川
東
牛
島
別
駆
、
已
而
洪
水
嚢
隆
、
園
亭
沈
没
威

破
壊
、
属
者
修
理
之
次
、
新
買
隣
地
、
關
園
那
石
、
経
始
小
庵
、
名
日

南
無
仏
庵
、
其
楼
為
香
室
、
而
読
諦
貝
典
於
下
軒
、
名
日
如
是
法
窟
、

右
有
迎
風
軒
、
接
賓
之
舎
、
左
日
畔
換
所
、
是
不
俵
游
息
之
所
、
畔
換
、

猶
日
便
寮
、
乃
取
之
唐
詩
句
　
、
通
以
複
道
数
弓
、
漸
入
至
観
堂
、
々

本
在
宅
側
、
今
冒
其
名
於
此
、
有
記
、
鳳
谷
林
祭
酒
之
撰
也
、
大
抵
傍
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図一

旧
修
之
、
屈
曲
連
管
、
或
依
卑
湿
成
趣
、
庭
際
瓠
落
而
浅
、
因
植
松
樹

数
百
株
、
名
日
傲
霜
林
、
々
中
有
小
丘
、
不
甚
高
、
登
之
西
南
与
富
士

山
相
対
、
白
雪
鎧
然
干
四
時
、
与
我
園
映
帯
、
名
日
望
紗
壕
、
北
行
十

字
亭
、
南
則
恰
顔
亭
、
十
字
亭
、
四
出
作
屋
、
毎
屋
有
名
号
、
益
南
、

有
数
畝
茶
圃
、
名
日
密
雲
、
茶
室
在
堂
後
、
警
石
而
設
楊
、
不
用
藺
席
、

上
方
安
陸
鴻
漸
像
、
茶
制
与
用
具
、

一
依
茶
経
、
名
其
室
、
日
降
魔
、

自
余
華
門
必
有
遍
、
圭
賓
亦
桂
聯
、
応
有
之
物
、
尽
援
名
字
、
小
碑
以

表
焉
、
需
諸
名
流
詩
詞
銘
記
而
文
之
、
唯
至
観
堂
、
存
原
記
、
南
無
仏

庵
、
不
文
自
記
、
方
営
未
成
者
、
為
十
字
亭
、
為
義
井
、
義
井
制
、
亦

極
奇
、
其
大
不
異
常
井
、
其
筒
以
黄
銅
造
之
、
出
地
十
許
尺
、
如
銅
柱
、

又
如
華
表
、
有
蓋
覆
之
上
、
若
復
有
嚢
隆
之
変
、
轍
塞
下
口
以
螺
旋
、

有
人
求
清
水
、
則
舟
而
来
、
徹
其
蓋
而
吊
焉
、
日
前
之
厄
、
遠
近
乏
飲
、

余
亦
不
飲
三
数
日
、
苦
甚
、
時
心
誓
、
必
造
義
井
焉
、
故
有
此
挙
、
其

銘
記
、
已
有
所
托
、
園
之
記
、
亦
待
全
成
而
請
之
、
其
他
則
随
成
而
需

之
、
諸
君
幸
不
嫌
鄙
随
、
辱
賜

一
言
、
豊
唯

一
木

一
草
之
栄
乎
、
光
輝

之
生
、
室
在
斯
文
、
亦
惟
何
晒
之
有
、
謹
開
似
所
定
名
号
於
左
、
而
敬

乞
、
若
夫
観
之
所
及
、
北
隣
弘
福
牛
祠
、
南
近

三
匝
浄
泉
、
隅
水

一
帯
、

過
此
紅
亭
青
楼
、
相
接
干
乳
山
之
麓
、
騒
客
游
人
、
輻
湊
干
春
時
、
而

長
堤
之
上
、
白
馬
金
鞍
、
非
相
駆
逐
、
則
錦
快
鋸
裾
、
相
連
作
帷
、
舟

揖
街
尾
、
而
聚
於
堤
下
、
絃
歌
日
夜
而
諦
、

一
転
、
則
施
無
畏
之
教
塔
、

兀
然
干
葬
叢
之
間
、
花
川
渡
長
橋
、
起
虹
於
雲
姻
、
之
中
者
、
亦
皆
入

庭
際
為
我
清
暉
園
之
有
、
是
亦
将
助
作
者
之
文
思
云
、

天
明
丙
午
臆
末

清
暉
園
主
人
中
邨
連
景
連

撰
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園
亭
名
号

清
暉
園

総
名
日
清
暉
園
、
刻
三
大
字
於
石
、
而
立
干
外
門
内
、

南
無
仏
庵

四
大
字
遍
、
顔
干
戸
内
、
而
左
右
対
聯

一
副
、
其
内
桂
在

園
記
、
楼
上
為
香
室
、
桑
壇
寵
安
尊
像
、
左
右
桂
金
聯
、
別
小
寵
、

奉
観
音
大
士
、
有
小
聯
、
室
外

一
間
、
為
読
諦
礼
拝
之
所
、
彫
庵
記

於
其
柱
、
而
遍
上
方
日
担
虚
、
穿
階
之
左
壁
、
設
盤
供
盟
噺
、
名
日

居
遅
水
、
取
干
梵
制
也
、
其
側
小
隙
、
置
自
鳴
鐘
、
名
日
惜
陰
鐘
、

若
庵
中
所
蔵
、
除
法
華
鎮
板
外
、
法
具
什
物
数
件
別
有
記
、

如
是
法
窟

此
是
余
不
倭
読
書
之
斎
、
満
壁
画
群
像
、
浄
几
筆
研
外
、

無
長
物
、
其
所
以
命
名
者
、
窃
体
如
々
即
是
、
因
自
讃
日
法
窟
耳
、

記
若
説
、

敢
煩
大
手
筆
、
成
則
刻
以
桂
壁
、
将
千
載
我
旦
夕
、
其
次

日
演
智
、
按
拠
仏
法
、
以
二
分
学
内
典
、

一
分
読
外
典
、
不
倭
錐
不

能
如
法
、
已
称
法
窟
、
姑
取
祇
垣
例
、
設
重
架
以
蓄
五
経
四
子
雑
籍
、

而
待
明
彗
者
、
又
其
次
日
長
養
、
席
間
設
地
炉
、
備
伊
蒲
之
供
、
皆

有
遍
、

迎
風
軒

接
賓
之
舎
也
、
遍
在
管
頭
、
入
外
門
至
此
、
庵
前
右
折
而
行
、

小
径
有
関
、
常
不
閾
、
名
日
雲
招
、
入
関
左
旋
、
轍
出
軒
之
篇
前
、

竹
木
花
卉
、
別
有
趣
、
此
亦
不
可
無
記
、
敢
煩
、
軒
前
将
入
松
林
、

又
有
小
関
、
名
日
隔
凡
、
又
林
間
勇
通
小
蓬
、
其
衡
門
日
湿
翠
、
有

井
故
也
、

畔
換
所

已
是
箕
居
盤
桓
之
地
、
其
記
不
敢
乞
、
設
得
之

一
時
戯
作
、

為
出
望
外
已
、
次
隔

一
間
、
置
家
先
牌
子
、
其
顔
日
裡
祥
、
乃
先
子

所
命
、
不
敢
改
也
、
複
道
従
此
而
通
、
桂
漸
佳
二
字
、
前
庭
恰
顔
亭

与
此
相
対
、
亭
僅
数
笏
、
不
足
容
客
座
、
唯
桂
小
遍
、

降
魔
室

已
具
干
前
、
但
是
足
可
作
記
、
敢
乞
、

至
観
堂

其
遍
与
記
、
倶
用
旧
物
、
次

一
間
、
名
掬
香
、
義
取
干
朋
友

薫
陶
之
意
也
、
連
嘗
窃
以
募
議
有
力
之
同
志
而
買
城
外

一
聞
地
、
以

關
園
、
々
中
造
書
院
、
而
蓄
四
部
之
書
於
尊
経
閣
、
請

一
老
宿
擬
教

授
、
結
社
以
講
業
、
又
営

一
精
舎
、
置
蔵
経
於
其
側
、
請

一
知
識
為

導
師
、
集
仏
子
以
修
十
二
部
之
学
焉
、
唯
是
塵
労
多
事
、
宿
志
久
不

遂
、
今
焉
依
葺
理
別
駆
、
寓
微
意
於
此
、
伍
延
所
善

一
義
龍
於
南
無

仏
庵
、
将
自
開
貝
多
講
論
焉
、
至
観
堂
姑
擬
之
書
院
、
将
会
業
経
伝
、

井
読
国
書
焉
、
是
連
之
心
事
、
誼
与
諸
君
、
然
亦
修
園
亭
之
本
志
、

且
将
有
所
請
、
故
遂
及
干
此
爾
、

望
紗
壕

傲
霜
林

八
字
碑

種
福
田

密
雲
圃

六
湛
池

刻
小
碑
立
之
燥
上
、
已
下
倶
小
碑
、

立
隔
凡
門
内
、

刻
水
辺
維
易
、

一
八
四
八
八
字
、
立
書
斎
前
井
側
、

立
水
田
側
、

入
圃
之
口
、
用
竹
作
県
門
、
置
此
於
門
左
、

立
圃
中
盆
池
側
、
語
取
榜
厳
句
、

臨
鏡
堆

池
側

一
堆
、
地
凸
而
無
所
望
、
但
臨
盆
池
、
故
名
、
碑
立
堆

上
、

独
笑
橋

園
之
東
南
隅
、
有
独
木
橋
、
自
猶
存
門
入
密
雲
圃
、
則
過
此

橋
、
門
即
旧
塁
之
口
、
在
堂
東
北
、
字
取
陶
公
辞
句
、
而
転
其
意
、

橋
之
為
笑
、
亦
不
必
待
遠
法
師
也
、
碑
則
立
橋
北
、

百
成
圃

密
雲
圃
之
東
、
為
菜
疏
之
圃
、
名
日
百
成
、
存
瑠
得
而
可
成
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事
之
警
、
亦
有
碑
、
他
未
命
名
号
者
、
非
此
限
、
詩
詞
若
銘
記
、
或

刻
小
碑
之
陰
、
又
集
而
成
帖
以
上
石
乎
、
則
不
唯
不
倭
栄
寵
、
亦
是

非
不
朽

一
小
盛
乎
、
謹
乞
、
巳
所
成
諸
銘
記
、
随
得
而
録
干
左
、

銅
造
牟
尼
仏
記

中
邨
連
景
連

世
尊
銅
像

一
躯
、
据
臥
牛
之
背
、
左
掌
安

一
小
輪
扁
祖
右
肩
、
而
結

説
法
印
　
、
吾
聞
之
、
此
是
法
華
白
牛
車
転
法
輪
之
像
也
、
先
是
、

余
刻
法
華
経
文
句
、
時
又
貿
得
寵
厨

一
副
、
堅
緻
精
巧
、
彩
画
以
蓮

華
雑
卉
、
温
雅
古
奥
、
漆
成
亀
文
、
示
之
漆
工
、
皆
云
、
漆
非
国
産
、

要
是
数
百
年
前
物
也
、
余
愛
玩
之
、
已
而
得
尊
像
、
試
安
之
厨
子
、

不
寛
不
狭
、
宛
然
似
待
之
者
、
初
也
詞
然
喜
、
終
則
辣
然
以
起
敬
、

乃
捻
香
而
模
拝
、
謹
而
審
賭
之
、
神
相
円
満
、
物
形
迫
真
、
紫
色
沢

潤
、
模
造
之
精
、
不
可
議
也
、
背
面
款
唐
武
徳
年
性
本
造
七
字
、
々

体
亦
古
拙
、
莫
可
疑
者
、
彼
武
徳
元
年
、
当
推
古
天
皇
二
十
六
年
　
、

此
時
仏
法
盛
行
、
像
経
多
帰
干
我
土
、
可
知
也
、
但
性
本
、
不
知
何

人
、
高
僧
諸
伝
無
所
見
已
、
余
得
尊
像
時
、
所
刻
文
句
、
適
至
第
五

巻
、
其
所
説
、
乃
転
法
輪
妙
法
也
、
其
復
何
奇
、
連
謹
按
、
階
開
皇

十
七
年
、
天
台
大
師
寂
、
灌
頂
尊
者
記
文
句
、
顧
径
数
年
而
成
、
武

徳
距
開
皇
、
大
約
二
十
許
年
　
、
然
則
尊
像
之
成
、
正
当
尊
者
修
記

時
、
亦
未
可
知
也
、
厨
子
待
尊
像
、
而
文
句
亦
竣
功
、
是
其
霊
応
不

可
思
議
、
何
得
謂
奇
乎
、
景
仰
之
余
、
為
情
友
人
福
隆
慶
、
恭
模
像

影
、
井
背
面
七
字
、
彫
梓
以
施
四
方
信
者
、
尺
度

一
如
尊
像
也
、
又

按
推
古

天
皇
二
十
六
年
、
距
A
二

千

一
百
六
十
八
年
　
、
未
嘗
被
水

火
之
厄
、
撮
然
見
干
今
日
、
誰
堪
至
感
乎
、
伏
翼
四
方
僧
俗
、
乃
至

一
切
衆
生
依
此
霊
験
、
倶
証
得
菩
提
焉
、
是
乃
連
之
至
願
也
、
干
時

日
本
天
明
六
年
、
丙
午
、
四
月
仏
生
日
、
薫
沐
謹
撰

南
無
仏
庵
記

前
人

余
之
刻
法
華
文
句
、
適
得
唐
造
牟
尼
尊
銅
像
、
感
得
之
由
、
已
叙
其

事
於
文
句
簡
端
、
又
作
記
以
広
之
、
於
是
、
思
欲
営

一
小
精
舎
、
以

安
置
焉
、
今
薙
孟
春
、
都
下
舞
馬
之
厄
、
家
宅
延
焼
、
乃
寓
居
城
北

牛
島
別
荘
、
孟
秋
、
竃
蛙
之
変
、
牛
島
諸
邨
之
民
、
僅
免
魚
腹
、
園

亭
亦
破
壊
、
属
者
修
葺
之
次
、
新
買
其
隣
、
而
關
我
園
、
第
屋
小
楼
、

柔
壇
苛
全
、
謹
奉
尊
像
、
以
為
修
福
之
地
、
延
僧
落
之
、
因
命
日
南

無
仏
庵
、
二
六
時
中
、

一
唱
三
礼
於
萩
、
持
呪
読
諦
於
薙
、
畢
則
徐

歩
干
庭
際
以
游
観
、
大
凡
花
卉
竹
樹
、
田㎜
々
頑
石
、
亦
皆
聞
法
点
頭
、

遠
之
万
古
雪
壁
、
鎧
然
干
雲
表
、
是
我
大
東
之
鎮
也
、
其
為
皇
子
王

孫
、
武
相
諸
山
、

一
時
微
笑
観
喜
、

一
是
皆
諸
法
実
相
、
悉
皆
成
仏

去
已
、
何
況
南
無
仏
庵
中
人
乎
、
是
余
之
所
以
命
名
之
意
也
、
因
蔵

文
句
鎮
板
於
庵
中
、
擬
待
信
心
学
仏
者
、
施
与
印
本
焉
、
若
夫
付
嘱

以
尊
像
与
庵
地
、
則
他
日
待
其
人
云
、
天
明
丙
午
、
十

一
月
二
十
八

日
、
戊
戌

至
観
堂
記

国
子
祭
酒
林
信
言
子
恭
父

中
邨
連
所
居
、
日
至
観
堂
、
謁
余
日
、
凡
人
之
欲
有
所
游
者
、
有
所

欲
観
也
、
大
而
城
邑
山
川
丘
陵
、
小
而
草
木
鳥
獣
虫
魚
、
去
我
所
不

足
与
常
所
厭
、
就
彼
所
有
余
与
所
未
経
、
而
後
獲
嫌
干
心
也
、
然
獲

者
常
少
、
不
獲
者
常
多
、
求
備
干
物
也
、
今
某
之
堂
、
挙
目
未
観
明

媚
之
秀
、
傾
耳
未
聞
林
泉
之
響
、
器
埃
之
不
及
避
、
燥
湿
之
不
及
禦
、
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而
旦
則
纐
鉄
之
巻
、
昼
則
烏
几
筆
、
夜
則
灯
前
之
吟
、
終
日
終
年
、

未
嘗
倦
怠
、
所
欲
游
、
胱
惚
形
干
後
、
所
欲
観
、
髪
髭
見
干
前
、
不

復
労
躯
役
神
、
求
諸
舟
車
之
郷
、
而
獲
者
常
多
、
不
獲
者
常
少
、
是

取
足
於
身
也
、
是
堂
之
所
以
為
名
、
願
先
生
記
焉
、
余
日
、
至
哉
観

也
、
昔
者
壺
丘
之
望
干
列
子
、
莫
以
尚
焉
、
豊
挨
余
之
言
、
記
此
乃

足
已
、
書
其
語
以
為
与
也
、
安
永
改
元
、
壬
辰
十

一
月
、
冬
至
日
、

如
是
法
窟
説

沢
元
榿
弟
侯

景
連
自
名
書
斎
日
如
是
法
窟
、
謁
余
作
之
説
、
蓋
景
連
所
好
者
、
釈

氏
之
道
也
、
其
取
名
、
亦
拠
其
所
道
而
足
　
、
何
復
竣
余
之
言
焉
、

已
謁
之
余
、
其
意
可
知
也
、
余
亦
何
譲
、
夫
釈
氏
之
於
我
、
為
夷
狭

之
道
、
夷
狭
之
道
、
直
情
而
径
行
者
也
、
景
連
而
好
之
何
居
、
蓋
善

之
立
干
民
者
、
命
以
法
、
々
之
帰
干
理
而
活
動
者
為
道
、
是
以
其
為

道
、
無
顕
無
晦
、
無
生
無
死
、
周
流
而
常
存
、
々
養
其
常
者
而
不
失
、

是
謂
之
如
是
、
景
連
自
謂
、
夷
狭
之
有
道
、
不
如
諸
夏
之
無
也
、
日

夜
居
如
是
而
不
疑
、
経
伝
子
史
、
百
家
稗
説
、
莫
読
而
非
其
法
者
、

孝
弟
忠
信
、
礼
義
廉
恥
、
莫
行
而
非
其
法
者
、
是
謂
之
法
窟
、
已
是

無
顕
無
晦
、
無
生
無
死
、
帰
干
理
而
活
動
、
非
我
直
吾
情
、
径
行
之

善
、
豊
是
尋
常
之
行
乎
、
景
連
嘗
受
業
於
林
祭
酒
鳳
谷
先
生
、
而
游

息
於
学
院
、
豊
不
知
釈
氏
之
為
夷
道
乎
、
亦
何
不
知
直
情
径
行
不
足

拠
乎
、
故
景
連
之
好
釈
氏
之
道
、
其
諸
異
乎
全
好
之
者
欺
、
其
謁
干

余
而
不
指
、
亦
以
此
而
已
、
余
不
倭
非
以
皮
相
取
交
於
景
連
、
猶
何

遜
言
、
是
乃
亦
莫
非
景
連
如
是
窟
中
之
物
已
、
若
謂
外
此
物
而
有
説

乎
、
則
非
余
所
知
也
、

南
無
仏
庵
聯

種
樹
多
蔭
石
上
苺
苔

一
茎
不
染

蒔
花
結
果
林
中
鳥
雀
別
籟
妙
音

又
深
林
結
楊
塵
跡
頓
座
花
影
如
避
客
但
看
霊
根
漸
露

此
裡
翻
書
凡
音
倶
遠
風
声
来
撹
人
偏
覚
妙
相
自
呈

釈
迦
寵

金
輪
転
処
真
如
妙
法
説
得
渾
無
跡

宝
筏
載
来
神
相
荘
厳
拝
戴
信
有
光

如
是
窟

驕
外

微
雲
千
里
淡
沫
雪
壁
点
染
不
磯
太
清

好
雨

一
時
軽
洗
翠
慢
払
拭
困
其
本
色

惜
陰
鐘
銘

為
口
口
韓

陶
公
惜
分
況
是
電
光
石
火

旦
莫
千
載
況
是
永
劫
在
我

八
字
碑

水
辺
維
葛

一
八
四
八

雲
板
門
聯

伴
雨
前
村
迎
客
触
石
俳
徊

改
作

逐
風
小
逞
送
人
傍
花
点
綴

一
蓮
形
石
盤
銘

折
斯
触

沢
元
榿
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柔
為
堅

一
降
魔
室

入
ロ
ノ
聯

額

内
ノ
左
右
聯

陸
羽
像
賛

内
ノ
額
古
銘

一
裡
祥
寵
聯

祖
先
祠
堂

一
復
道
の
行
当
り
の
額
聯

一
雲
板
門
聯

前
村
伴
雨
送
人
時
触
石
緋
徊

小
逞
随
風
迎
客
或
傍
花
点
綴

一
心
経
碑

一
木
刀
の
銘

不
殺
為
宗
我
家
阿
龍

一
如
是
窟
説
の
大
さ
巾
六
寸
長
四
尺
余

一
降
魔
室
内
面
扉
字

或
是
古
語

隔
凡
門

凡
聖
非
二

境
界
謹
隔

漢
然
融
化

焉
有
主
落

観
音
寵
聯

耳
観
至
処
花
光
此
粉
色
非
色

眼
聴
開
時
露
滴
水
流
声
外
声

降
魔
室

月
下
擁
書
先
覚
睡
魔
已
避
口
□

花
旦
辰
口
楊
倶
言
歓
伯
亭
輸

一
箒

○
清
暉
園
名
号
銘
記
聯
額

清
暉
園
総
記

碑
字

蘇
公
集
字

南
無
仏
庵
額

主
人
景
連
書

聯

弟
侯
代
作

記

弟
侯
代
作

如
是
窟
額

聯

弟
侯
作

説

弟
侯
作

至
観
堂
額

李
公
集
字

聯記

林
祭
酒
旧
作

迎
風
軒
額

聯記
降
魔
室
額

内
外
二
対

聯

内
外
二
対

弟
侯
作

記
畔
換
所
額

聯説
栓
祥
寵
額

雲
招
門
額

米
南
宮
集
字

聯

弟
侯
作

隔
凡
門
額

聯
湿
翠
門
額
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猶
存
門
額

十
字
亭

恰
顔
亭
額

聯
義
井
銘

惜
陰
鐘
銘

八
字
碑

釈
迦
寵
聯

観
音
寵
聯

小
額長
養
演
智
掬
香
漸
佳
担
虚
居
遅
水

小
碑傲
霜
林

望
紗
燦

密
雲
圃

百
成
圃

六
湛
池

臨
鏡
堆

弟
侯
作

弟
侯
作

弟
侯
作

弟
侯
作

弟
侯
作

独
笑
橋

種
福
田

右
乞
銘
記
題
味
文

弟
侯
代
作

○
清
暉
園
題
味
銘
記
可
頼
人
名

江
戸
儒
者

林
家
学
頭

同堀
田
侯
臣

尾
州
備
前

藤
堂
侯
臣

高
松
侯
臣

筑
前

青
山
侯
臣

関
永

一
郎

市
河
小
左
衛
門

渋
井
兵
左
衛
門

海
井
之
親

駒
井
勘
三
郎

井
上
仲

千
葉
茂
右
衛
門

古
屋
重
多
郎

芙
蓉
取
次

山
本
喜
六
北
山

入
江
幸
八

岡
井
郡
太
夫

伊
藤
金
蔵
藍
田

嶽
金
左
衛
門

安
達
文
中

村
山
新
右
衛
門
□
ロ
ロ

後
部
新
蔵

佐
々
木
坦
蔵

角
田
彦

一
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あ
キ

平
士
山
形
侯
臣

井
上
水
蔵

新
山
健
蔵

平
井
直
蔵

結
城
只
助

雲
気
森
彦
右
衛
門

山
田
文
助

佐
々
木
帯
刀

杉
浦
徳
蔵

槍
浪
山
人

尾
崎
周
平

頼
弥
太
郎

安
原
三
吾

戸
倉
作
助

大
久
保
五
郎
兵
衛

脇
口
右
衛
門

亀
田
文
左
衛
門

望
斎

佐
久
間
文
治

辻
珍
蔵

佐
久
間
栄
治

河
内
宇
八
郎

東
本
願

酒
井
侯
臣

僧
上
野
上
野
京
都
同近
江
京
大
坂
儒
生

京江
戸
書
家

与
力

藤
谷
嘉

一
兵
衛

鴻
漸
房

浄
立
寺
詮
然

明
静
院

玄
竜
院

恵
恩
院
六
如

相
国
寺
大
典

千
界
山
百
如

僧
聞
中

片
山
中
蔵

中
井
善
太

柴
野
彦
助

皆
川
文
蔵

江
村
伝
左
衛
門

龍
元
二
郎

平
林
淳
信

沢
田
文
二
郎
東
江

屋
代
与
左
衛
門

深
河
辺

関
源
蔵

佐
野
忠
二
郎
東
洲

物
頭
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江
戸
画
家

与
力

沢
安
院
北
沢
弥
左
衛
門
大
恩
寺
前

芝
田
清
八
郎
文
令

前
田
経
七
郎

神
村
元
二
郎
善
長

須
藤
官
蔵

植
田
文
蔵

松
本
弥
門
牛
山

鳳
山
赤
峰
松
井
甚
三
郎

花
難

唐
画松
林
假

鈴
木
新
兵
衛
芙
蓉

諸
葛
監

辺
英
辺
部
文
蔵

宋
紫
石
雲
渓

旭
江
江
雲
梅
里
司
馬
江
漢

梅
渓
北
川
権
之
助

御
小
姓

井
戸
小
十
郎
衛
董
九
如

繕
文
橋

弗
質
井
華
唯
希
錦
其
腸
繕
其
口

匪
危
匪
綜
独
願
峻
所
行
文
爾
言

雲
招
門

伴
雨
前
村
迎
客
触
石
俳
徊

遂
風
小
蓬
送
人
傍
花
点
綴

芦
荻
明
暗
風
揺
数
重
之
翠
慢
如
斯
佳
境
祇
許
鴎
鷺
相
窺

波
浪
影
浮
月
吐
幾
点
之
華
綻
此
際
幽
懐
唯
催
狩
猟
来
撹

幾
分
幽
趣
全
愚
孤
韓
疎
柳
按
排

一
陣
香
風
総
是
紅
蓼
白
頭
粧
点

竹
楊
忙
下
空
知
紡
日
錦
腸
之
客

弟
侯

柴
門
時
開
寧
為
華
表
珠
雁
之
人

休
文

冤
家

就

是

(註

・
朱
筆
)

非
欽
仏
縁
居
ト
必
発
羅
池

蓮
池
書
屋
聯

似
慕
陶
趣
池
隣
也
那
岐
町

非
画
則
文

無
詩
則
字

戊
申
年
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木
刀
の
銘

弗
殺
為
宗
我
家
阿
龍

五
明
橋
聯
銘

鰯
々
雌
風
揺
満
過
橋
上

団
々
酉
月
遊
来
綺
峯
間

い
さ
ゝ
め
に
は
た
れ
ふ
り
け
り
春
鳥
の

羽
風
う
ち
か

ふ
花
と
見
る
ま
て

蕾
盧

爾
雅
其
本
密

蘇
鉢
羅
園

羅
祢

池
也

裟
羅
嚢

池
也

千
蔭

(註

・
朱
筆
)

(白
文
方
印

「沢
元
榿
印
」、
「弟
侯
」)

題
後

(白
文
方
印

「養
拙
斎
」)

予
之
於
仏
庵
従
童
稗
相
親
当
其
壮
歳
開
別
業
於
川
東
牛
島
也
時
々
相
伴

遊
又
留
宿
共
風
月
之
賞
時
或
煙
花
情
動
呼
舟
為
北
里
之
遊
既
而
予
蓄
妻

子
塵
務
日
多
不
得
逸
游
如
前
日
較
致
疎
闊
仏
庵
居
宅
在
予
隣
街
天
明
丙

午
同
罹
災
仏
庵
登
時
移
家
人
於
別
誕
既
而
厭
都
下
多
災
不
復
営
於
旧
趾

議
以
別
業
為
居
宅
愁
地
陰
便
買
隣
園
而
益
之
凡
若
干
頃
新
作
営
構
予
則

在
市
井
余
燈
中
依
旧
作
屋
就
職
事
塵
務
滋
多
又
値
二
親
亡
服
喪
相
継
加

以
其
室
遠
履
跡
不
躇
其
庭
者
過

一
期
　
適
仏
庵
来
接
其
話
知
営
造
既
成

復
聞
儒
生
平
沢
弟
侯
者
近
日
占
居
干
隣
里
与
議
営
構
築

一
書
院
蓄
儒
書

又
営

一
精
舎
蔵
仏
典
将
与
同
志
結
社
講
内
外
二
教
弟
侯
善
文
辞
堂
舎
門

庭
悉
択
嘉
名
将
仮
其
手
筆
文
之
予
日
如
子
所
言
則
盛
事
也
不
知
治
産
之

余
力
果
能
成
之
乎
時
予
与
弟
侯
未
相
識
也
窃
謂
錐
非
謀
之
不
戚
講
学
既

非
其
地
且
過
分
之
事
恐
難
継
也
仏
庵
日
土
木
功
竣
近
日
将
落
成
請
子
亦

臨
焉
予
日
諾
既
而
聞

一
夜
忽
失
火
遇
風
烈
炎
々
非
可
撲
滅
新
造
屋
舎
條

忽
成
爆
儘
所
刻
法
華
文
句
板
及
許
多
什
物
皆
掃
地
而
空
多
日
蓄
念

一
時

灰
儘
付
之

一
大
息
耳
鳴
乎
其
初
開
別
塁
也
予
常
過
訪
共
遊
息
焉
其
成
壮

観
也
未
及

一
寓
目
忽
焉
為
烏
有
造
物
又
何
意
使
予
取
快
干
始
而
失
望
干

終
耶
豊
天
或
有
意
干
害
盈
而
使
其
差
鉄
自
省
耶
蓋
仏
庵
営
造
之
意
錐
託

言
於
風
雅
本
非
分
内
之
事
且
以
所
聞
結
構
頗
渉
干
奢
修
時
是
白
川
老
侯

当
路
之
日
也
命
有
司
禁
民
間
奢
靡
矯
旧
弊
有
富
商
園
宅
喩
制
得
罪
者
焉

知
仏
庵

一
夕
之
災
非
佗
日
之
幸
乎
昔
者
柳
々
州
有
賀
人
失
火
文
錐
非
人

情
非
無
其
理
也
塞
馬
之
亡
馬
非
禍
披
老
嘗
言
之
天
意
憤
々
禍
福
互
為
本

根
豊
凡
慮
所
能
及
哉
於
是
仏
庵
復
起
営
構
干
旧
地
為
予
隣
如
故
事
在
干

天
明
丁
未
年
　
頃
者
仏
庵
捜
筐
中
得
爾
時
木
文
煕
所
作
清
暉
園
新
造
屋

構
図
及
弟
侯
所
撰
堂
舎
門
庭
嘉
名
諸
聯
記
雑
文
稿
本
其
中
唐
造
牟
尼
仏

南
無
仏
庵
二
記
乞
言
四
方
名
流
文
所
代
主
人
作
也
華
為

一
巻
携
来
示
予

且
日
識
認
当
年
事
者
在
今
日
則
足
下

一
人
耳
願
煩

一
言
予
展
而
覧
之
燦

然
文
采
責
干
丘
園
営
構
錐
具
満
地
生
光
全
在
干
弟
侯
筆
也
弟
侯
嘗
云
構

思
干
清
暉
園
記
将
使
鼻
山
園
不
専
美
干
千
古
非
虚
語
也
惜
乎
皮
之
不
存

毛
無
所
付
寛
不
賭
園
記
成
也
弟
侯
後
年
卜
居
干
予
望
隣
日
夜
相
得
而
親

其
人
蛸
直
又
長
干
作
文
胸
懐
所
欲
吐
勿
々
走
筆
不
綴
当
時
与
新
築
議

遽
々
情
態
可
想
耳
園
中
所
起
堂
舎
則
南
無
仏
庵
如
是
法
窟
長
養
軒
畔
換

所
至
観
堂
掬
香
軒
降
魔
室
裡
祥
寵
迎
風
軒
亭
則
十
字
恰
顔
又
園
中
所
有
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則
望
瀞
壕
傲
霜
林
種
福
田
密
雲
圃
八
字
井
六
湛
池
臨
鏡
堆
独
笑
橋
雲
招

門
処
々
立
小
石
勒
名
号
園
外
則
三
匝
牛
祠
平
田
相
連
弘
福
禅
林
鐘
声
相

聞
園
中
所
望
遠
則
富
岳
白
雪
鎧
然
干
中
天
近
則
真
乳
幽
翠
浅
草
堂
塔
陰

映
干
日
輝
皆
為
庭
中
物
富
有
哉
仏
庵
壮
年
志
気
剛
勇
干
敢
為
起
壮
大
之

築
設
使
在
干
衰
日
必
不
及
之
　
如
不
倭
成
終
身
役
々
屈
而
不
伸
胸
中
丘

堅
徒
置
之
詩
句
間
無

一
事
可
対
人
言
屏
弱
可
笑
　
夫
勢
家
園
地
奄
為
他

人
有
驕
奢
子
弟

一
旦
家
衰
不
保
田
宅
常
為
人
懐
側
　
仏
庵
経
営
如
此
乍

為
祝
融
氏
崇
瞬
息
不
及
便
決
意
遂
売
与
其
地
干
人
無
復
分
毫
遺
念
錐
成

事
不
遂
亦
何
捷
快
也
其
剛
断
可
知
　
屈
指
天
明
丁
未
距
今
殆
四
十
年
挙

其
事
者
弟
侯
文
煕
墓
木
既
供
又
無
子
孫
爾
時
擬
乞
詞
筆
四
方
韻
士
紙
上

署
五
十
余
名
検
之
無
有

一
人
存
悉
為
鬼
録
幸
而
存
在
則
仏
庵
与
予
二
人

耳
予
対
此
巻
不
覚
懐
然
垂
涙
因
思
人
世
駒
隙
流
年
之
駿
四
十
年
如

一
枕

夢
与
夫
別
駆

一
夕
為
焦
土
又
何
択
焉
復
思
予
与
仏
庵
既
過
古
希
齢
不
撃

缶
而
歌
則
大
垂
之
嵯
今
日
話
往
事
起
嘆
安
知
不
明
日
為
人
所
嘆
息
如
今

日
二
人
話
昔
時
也
夫
別
塁
営
構
許
多
光
景
為
祝
融
氏
所
奪
去
為

一
夕
夢

者
在
干
四
十
年
之
前
焚
蕩
之
余
毘
壁
砕
片
纏
存
胱
惚
覚
弟
侯
文
煕
如
在

干
目
前
者
在
干
四
十
年
之
後
謂
之
夢
中
説
夢
亦
可
　
四
十
年
前
在
干
家

児
輩
未
生
之
時
今
抵
掌
話
往
事
家
人
傍
聴
不
解
其
話
無
乃
以
我
不
為
痴

人
説
夢
乎
亦
唯
不
朽
者
文
今
日
使
二
人
生
棲
側
念
者
豊
非
由
干
遺
筆
存

乎
寛
題
痴
言
干
巻
尾

文
政
七
年
甲
申
仲
夏
友
人
高
岡
秀
成
書
干
養
拙
斎

(白
文
方
印

「高
岡

秀
成
」、
「実
甫
口
」)

五
百
年
間
天
必
出
奇
干
宇
宙
荒
古
来
今
綿
々
不
絶
　
其
為
奇
也
於
経
芸

於
勇
略
於
道
術
於
百
末
技
無
有
準
則
彼
々
於
某
是
々
於
某
豊
逞
屈
指
干

此
際
哉
如
我
仏
老
先
生
者
蓋
亦
天
出
奇
之

一
者
而
已
　
於
此
園
記
干
名

状
干
奇
賞
干
景
勝
干
地
理
当
時
鍾
公
述
之
同
好
名
緬
頒
之
園
已
属
丙
童

泉
石
総
転
輸
烏
有
之
郷
假
然
大
筆
赫
爾
雅
韻
宛
如
眼
前
抑
亦
金
谷
輌
川

今
将
那
処
焉
老
先
生
爾
後
優
游
自
娯
於
道
益
増
進
耳
順
致
仕
剃
染
珍
老

人
自
制
戒
干
遍
吉
像
前
骨
壺
薫
然
寓
居
小
梅
邨
宴
坐
亀
井
塁
為
小
楳
也

為
亀
塁
也
室
無
長
物
家
無
贅
産
更
擬
嗣
君
碧
海
公
徒
守
別
邸
之
役
夫
耳

環
堵
寂
々
朝
昏
将
此
園
記
以
充
亀
塁
結
構
且
擬
臥
遊
乃
戯
言
云
清
暉
於

老
夫
固
幻
構
亀
駆
於
似
留
守
役
夫
亦
得
謂
非
幻
戯
乎
天
翁
其
以
老
夫
授

奇
幻
之
名
号
乎
聞
此
戯
言
亦
復
幻
聴
記
者
幻
人
云
爾
天
保
四
年
癸
巳
重

陽
後
三
干
時
秋
罧
忽
宵
天
色
清
暉
任
春
愛
嘱
同
郡
散
客
楳
鳩
野
長
記
干

亀
井
中
邨
氏
別
邸

(白
文
方
印
「蘇
長
之
印
」
。
朱
文
方
印

「梅
鳩
居
士
」)
一89う


